
株主・投資家の皆さまへ

第45期 決算のご報告
2023年4月1日～2024年3月31日

トップインタビュー
売上高の内訳

新製品「コタカラー ニュート グレイ」誕生

新製品「コタクチュール ベース」誕生

Contents

01

04

06

08

特集

トピックス
財務諸表（非連結）
コタインフォメーション
会社情報

10
12
14
15

証券コード：4923

事業年度
定時株主総会
基準日

公告方法

毎年4月1日から翌年3月31日まで
毎年6月

株主メモ

株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、
原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承る
こととなっています。口座を開設されている証券会社等にお問い
合わせください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り
扱いできませんのでご注意ください。電子公告とする。（https://www.cota.co.jp/）ただし、

事故その他やむを得ない事由によって電子公告による
公告をすることができない場合は、日本経済新聞に掲載
して行う。

ご注意

東京証券取引所 プライム市場
4923

100株

定時株主総会　　　　　 3月31日
剰余金の配当 期末　　　3月31日

上場証券取引所
証券コード
単元株式数

〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
　 0120-094-777

〒100-8212 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

株主名簿管理人
及び特別口座の口座管理機関

同事務取扱場所
（お問い合わせ先）

1.

特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、
三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となりますので、左記特別口座
の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合わせください。
なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店でもお取次ぎいたします。

2.

未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店で
お支払いいたします。

3.

〒613-0036 京都府久世郡久御山町田井新荒見77番地

仙台 ・ 東京 ・ 横浜 ・ 千葉 ・ 名古屋 ・ 金沢 ・ 京都 ・ 大阪 ・ 岡山 ・ 福岡 ・ 熊本 ・ 鹿児島

https://www.cota.co.jp/

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

TEL:0774-44-1681  FAX:0774-44-1508  お客様相談室:     0120-936-177

当社では、単元未満株式の買取請求（単元未満株式を当社へ売却）または売渡請求（単元未満株式を当社から購入）のお手続きが
できます。詳細につきましては、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）にお問い合わせください。また、株式の分割で
生じる端数株式につきましては、一括買受けさせていただいており、買受け代金は期末配当金とあわせてお支払いいたします。

単元未満株式の買取請求または売渡請求について

配当金の口座受取りに関するご案内
あらかじめ指定した銀行や証券会社の口座で配当金を受取る方法をご案内いたします。
詳細につきましては、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）にお問い合わせください。

受取口座

銀行口座での受取りを希望される方
全ての銘柄の配当金を1つの口座でまとめて管理することが可能 登録配当金受領口座方式

個別銘柄指定方式

株式数比例配分方式※

※複数の証券会社で株式をご所有の場合は、それぞれの証券会社の口座に配当金が振り込まれます。また、ご所有の株式の一部が特別口座で管理されている場合は、この方式は選択できません。

銘柄ごとに配当金の受取り口座を選択することが可能

配当金とご所有株式を証券会社の口座でまとめて管理することが可能証券会社の口座での受取りを希望される方

受取方式メリット



コタでは、「共有すること」を大切にしています。

全役員、全従業員、さらには、お客様、株主、
お取引業者、地域社会など、コタを取り巻く
すべてのステークホルダーの皆さまと、
コタという会社を共有したいと考えています。

「共有すれば強くなる」

コタビジョンを通じて、
皆さまとコタという会社を「共有」できれば、
コタはもっと強く、もっと「いい会社」になれると
考えています。

おかげさまで売上高については、店販戦略の
主力である「コタ アイ ケア」や２０２３年５月に発売
したトイレタリーと整髪料の新製品「コタエイジング 
バウンスアップ」の販売が好調であったことから、
３．８％の増収となり、過去最高（２６期連続の増収）
となりました。
経費面については、売上原価は増収や原材料費
の上昇等により増加、販売費及び一般管理費に
ついては、人材や設備への投資を行っていることから
人件費や減価償却費等が増加し、前期実績を上回
りました。
その結果、業績としては、「増収減益」となりました。

２０２４年３月期の業績を総括してください。Q

A

T o p  I n t e r v i e w

1959年10月3日生まれ、京都府出身。84年当社
入社、92年取締役総務部長、95年常務取締役
を経て、2004年代表取締役社長に就任。Oda Hiro t eru

代表取締役社長

小田  博 英

トップインタビュー

　今後も着実な成長を続けるために、さまざまな
投資を行っていますが、主な内容としては、まず営業
拠点である「ＣＯＴＡ ＦＵＫＵＯＫＡ スタジオ オフィス

「設備への投資を行っている」とのことですが、
実施した内容についてお聞かせください。Q

AA

COTA VISION

2024年
3月期

9,1369,136

2023年
3月期

8,8048,804

2022年
3月期

8,6918,691
1,9531,953

2023年
3月期

2,1152,115

2022年
3月期

2,1772,177

2024年
3月期

2024年
3月期

1,3491,349

2023年
3月期

1,5601,560

2022年
3月期

1,3931,393

2023年
3月期

2024年
3月期

20.020.0
18.218.2

2022年
3月期

16.516.5

※2022年4月1日付及び2023年4月1日付で
株式分割（1株：1．1株）を行っていることから、
数値は遡及修正しています。

■売上高（単位：百万円） ■経常利益（単位：百万円） ■当期純利益（単位：百万円） ■１株当たり配当額（単位：円）

2024年3月期 決算

Report　01



T o p  I n t e r v i e wトップインタビュー

「増収増益」を見込んでいます。美容業界では、
美容室経営の二極分化により厳しい状況が続くと
予想されますが、当社では美容室の業績向上に資する
ことができる独自のビジネスモデルを展開すること
で、お取引先美容室のより一層の業績向上に取り組
み、美容業界の発展と近代化に注力する考えです。
　また、引き続き、店販戦略の主力である「コタ アイ 
ケア」を中心としたトイレタリーを推進し、拡販を図る
とともに、さらなる成長のための人材の獲得と育成、

２０２５年３月期の見通しと配当予想について
お聞かせください。Q

AA
当社は、「サステナビリティ」をめぐる課題への
対応が、中長期的な企業価値や収益機会の向上につな
がる重要な経営課題であることを踏まえ、ＥＳＧの
観点からさまざまな取り組みを行っていますが、
それらをまとめたコンテンツ「Ｃ‐ＥＳＧ（シー・イーエス
ジー）」を当社の公式ホームページに公開しています。
　「Ｃ-ＥＳＧ」は、構成要素である「ＣＯＴＡ ＶＩＳＩＯＮ
（コタビジョン）」、「Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ（環境）」、「Ｓｏｃｉａｌ
（社会）」、「Ｇｏｖｅｒｎａｎｃｅ（ガバナンス）」の頭文字を
とった当社独自の表現であり、コンテンツ内では各

昨今、企業に対して「サステナビリティ」が
より一層求められていると思いますが、
どのようにお考えでしょうか。

Q

A

おかげさまで、２０２４年３月期は過去最高の売上
高となりました。今後も役員、社員一同、「着実な
成長」を続けられるよう努めますので、引き続き、
温かいご支援を賜りますようお願い申し上げます。
なお、本誌にて株主の皆さまから貴重なご意見や

ご感想をいただき、今後のＩＲ活動に反映させてまいり
たいと考えていることから、「ＷＥＢアンケート」を
実施していますので、下記ＵＲＬまたはＱＲコードより
アンケートにご協力ください。今後も、皆さまとの対
話を通じて持続的な成長を図りながら、さらなる
企業価値の向上につなげてまいります。

最後に株主の皆さまへ一言お願いします。Q

A

当社は、創業精神である「美容業界（美容室経営）
の近代化」の実現を目指す美容室専売の頭髪用
化粧品メーカーとして、創業当時より、当社のシャン
プーやトリートメント、整髪料等は、美容室でのカウ
ンセリングを通じた対面による店舗販売を原則とし
ており、当社のお取引先美容室は、当社と共に発展・
繁栄していくという前提で、当社製品の販売、すなわ
ち「店販」に取り組んでいただいています。そのため、
お取引先である美容室を経由しないインターネット
や小売店での当社製品の販売を「非正規販売」と
定義し、完全否定するための取り組みを続けています。
そのような中、２０２４年１月に一部メディアで報道

されたとおり、当社製品を違法にインターネットで
転売し、詐欺及び薬機法違反の容疑で大阪市の
化粧品販売会社を経営する男性が逮捕されました。
この事件は当社から警察へ情報提供を行ったことに
よるものです。
　これまでは製品のロットナンバーを削り、インター
ネット等で販売していた非正規販売業者は、「薬機法
違反」として取り締まることはできていましたが、
最終的には罰金刑となりますので、「罰金以上を儲け

創業当時から「非正規販売対策」に取り組まれて
いますが、最近の成果について教えてください。Q

A

（福岡支店）」を開設しました。そして、生産設備について
は、主にトリートメントを製造するタンクの更新（入れ
替え）及び原料保管倉庫を新設しました。
また、将来の事業規模の拡大に備え、京都府（久御
山町）にある本社施設の隣接地、約８００坪を取得
しました。貴重な隣接地のため、さまざまな用途に
活用できることから、現在、慎重に検討を重ねて
いるところです。

ればいい」という考え方で平気で非正規販売を続け
る業者もいました。しかし、今回は美容室内で対面
販売をしていただく契約を交わしていたにも関わら
ず転売が行われていましたので、「詐欺」という犯罪
の疑いでの逮捕となりました。
この事件は、ニュースでも大きく取り上げられま

したので、非正規販売業者に大きな打撃を与えたと
ともに、今後、同様の事例が発生した場合、当社は
非正規販売業者へ「詐欺罪に抵触する可能性」を含め
た警告もできると考えています。今後も、独自の
非正規販売対策に加え、自治体や警察等とも積極的
に連携を図り、非正規販売の撲滅を目指していきたい
と考えています。

取り組みをご紹介しています。
今後も「Ｃ-ＥＳＧ」を充実させることで、永続・発展

できる企業を目指してまいりますので、ぜひ、下記の
ＱＲコードからご覧ください。

https://form.run/@cota-ulnFScSwbx2m24gGEEHy
ＷＥＢアンケート

ご協力をお願いします。

◀サステナビリティ

給与水準の引上げ等を中心とした販売費及び一般
管理費の増加等を見込んでいます。
なお、配当金については、普通配当で年間２０円を
予想していますが、２０２４年４月１日に株式分割（１株：１．１
株）を実施していますので、実質的には増配となる
見込みです。これによる配当性向は、４０．９％となります。

■売上高（単位：百万円） ■経常利益（単位：百万円） ■当期純利益（単位：百万円）
2025年3月期 通期業績予想

2025年
3月期（予）

9,6609,660

2024年
3月期

9,1369,136

2023年
3月期

8,8048,804

2025年
3月期（予）

1,9851,985

2024年
3月期

1,9531,953

2023年
3月期

2,1152,115

2025年
3月期（予）

1,3801,380

2024年
3月期

1,3491,349

2023年
3月期

1,5601,560

■1株当たり配当額（単位：円）

2025年
3月期（予）

20.020.0

2024年
3月期

18.218.2

2023年
3月期

16.516.5

※2023年4月1日付及び2024年4月1日付で
株式分割（1株：1.1株）を行っていることから、
数値は遡及修正しています。
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主力ブランドの「コタ アイ ケア」及び2023年5月に発売した新製品「コタエイジング バウンスアップ」の販売が好調であったことから、
前期に比べ3.8％増加しました。

売上高の内訳 S e g m e n t  I n f or m at i o n

トイレタリー

シャンプー
トリートメントなど

整髪料

ローション
スプレー
フォーム
ワックスなど

カラー剤

ヘアカラー
ヘアマニキュアなど

美容室の来店客に対するカウン
セリング提案をベースに、主力の
「コタ アイ ケア」及び新製品「コタ
エイジング バウンスアップ」を中心
とした店販を継続して提案・推進
しました。

主力の「コタスタイリング ベース」
に加え、新製品「コタエイジング 
バウンスアップ ミスト」を中心に、
美容室でのカウンセリングを通じた
店販の推進に注力しました。

主力の「コタカラー  モカレド」を
中心に、付加価値の高いヘアカラー
メニュー等の導入提案に注力し
ました。

育毛剤

パーマ剤

ウェーブ剤
ストレート剤
カーリング料など

その他

販売促進用品
その他

薬用育毛促進剤など

主力の「コタエイジング  グロウ
セラム」による、エイジングケア
の提案に注力しました。

主力の「コタウェーブ リジカル」を 
中心に、積極的なパーマメニュー 
の提案に注力しました。

美容室で利用されるＤＭやチラシ
等の販促物や施術時に使用する
美容小物品等の販売等。

2022年
3月期

2023年
3月期

2024年
3月期

（単位：百万円）

7,042 6,623
7,1217,121
（7.5％増）（7.5％増）

2022年
3月期

2023年
3月期

2024年
3月期

（単位：百万円）

329 314
259259

（17.5％減）（17.5％減）

2022年
3月期

2023年
3月期

2024年
3月期

（単位：百万円）

261 602
454454

（24.6％減）（24.6％減）

2022年
3月期

2023年
3月期

2024年
3月期

（単位：百万円）

108 109
9898

（10.8％減）（10.8％減）

2022年
3月期

2023年
3月期

2024年
3月期

（単位：百万円）

1,394 1,624
1,6611,661
（2.3％増）（2.3％増）

2022年
3月期

2023年
3月期

2024年
3月期

（単位：百万円）

104 96
8686

（10.4％減）（10.4％減）

04　 Report

特 集新製品「コタクチュール ベース」誕生
株主の皆さまへメッセージ

1971年12月21日生

主な経歴

O s a w a  Y u k o

社外取締役

大沢  祐子 1994年
2001年
2003年
2006年
2014年
2016年
2019年
2021年
2023年

４月
２月
５月
11月
８月
10月
10月
５月
５月

富士電機株式会社入社
ヴェロックス・アセット・マネジメント・コープ入社
株式会社ひらまつ入社
ホーワスＨＴＬ入社
ジャパンリアルエステイトアセットマネジメント株式会社入社
株式会社ひらまつ再入社
同社取締役経営戦略部長
デロイトトーマツファイナンシャルアドバイザリー合同会社入社
Aurora Elementum代表（現任）

当社は創業精神である「美容業界（美容室経営）の近代化」を通じた
事業の永続・発展を志し、着実な成長路線を歩みながら、人に社会
に環境にとって「いい会社」であり続けることを目指しています。また、
創業理念である「美を愛する心 文化を愛する心 平和を愛する心」
に基づき、事業を通じて業界の発展と近代化に貢献することで、美容
文化の醸成により豊かで持続可能な社会の実現にも取り組んで
います。
そして、当社では「サステナビリティ」に対する考え方や取り組みは、
企業に求められる重要な課題であると認識していることから、「ＥＳＧ」
の観点からさまざまな取り組みを行っています。その取り組みを引き
続き充実させることで、ステークホルダーの皆さまからの期待と信頼
に係る責任を十分に果たしながら、永続・発展できる企業を目指す
ことが、さらなる企業価値の向上につながると考えています。
私は、これまでコンサルタントとしてサービス業における多くの
事業の開発、再建及び運営に携わってきました。その中で培った
知識と見識を活かすことで、社外取締役（独立役員）としての職務を
果たすとともに、「経営における健全性・透明性の確保」を追求する
ことで、当社に関わるすべてのステークホルダーの期待に応えたい
と考えています。

トピックス 特 集 新製品「コタカラー ニュート グレイ」誕生
主力ブランドの「コタ アイ ケア」及び2023年5月に発売した新製品「コタエイジング バウンスアップ」の販売が好調であったことから、
前期に比べ3.8％増加しました。

売上高の内訳 S e g m e n t  I n f or m at i o n

トイレタリー

シャンプー
トリートメントなど

整髪料

ローション
スプレー
フォーム
ワックスなど

カラー剤

ヘアカラー
ヘアマニキュアなど

美容室の来店客に対するカウン
セリング提案をベースに、主力の
「コタ アイ ケア」及び新製品「コタ
エイジング バウンスアップ」を中心
とした店販を継続して提案・推進
しました。

主力の「コタスタイリング ベース」
に加え、新製品「コタエイジング 
バウンスアップ ミスト」を中心に、
美容室でのカウンセリングを通じた
店販の推進に注力しました。

主力の「コタカラー  モカレド」を
中心に、付加価値の高いヘアカラー
メニュー等の導入提案に注力し
ました。

育毛剤

パーマ剤

ウェーブ剤
ストレート剤
カーリング料など

その他

販売促進用品
その他

薬用育毛促進剤など

主力の「コタエイジング  グロウ
セラム」による、エイジングケア
の提案に注力しました。

主力の「コタウェーブ リジカル」を 
中心に、積極的なパーマメニュー 
の提案に注力しました。

美容室で利用されるＤＭやチラシ
等の販促物や施術時に使用する
美容小物品等の販売等。
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1,394 1,624
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2024年
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特 集新製品「コタクチュール ベース」誕生
株主の皆さまへメッセージ

1971年12月21日生

主な経歴

O s a w a  Y u k o

社外取締役

大沢  祐子 1994年
2001年
2003年
2006年
2014年
2016年
2019年
2021年
2023年

４月
２月
５月
11月
８月
10月
10月
５月
５月

富士電機株式会社入社
ヴェロックス・アセット・マネジメント・コープ入社
株式会社ひらまつ入社
ホーワスＨＴＬ入社
ジャパンリアルエステイトアセットマネジメント株式会社入社
株式会社ひらまつ再入社
同社取締役経営戦略部長
デロイトトーマツファイナンシャルアドバイザリー合同会社入社
Aurora Elementum代表（現任）

当社は創業精神である「美容業界（美容室経営）の近代化」を通じた
事業の永続・発展を志し、着実な成長路線を歩みながら、人に社会
に環境にとって「いい会社」であり続けることを目指しています。また、
創業理念である「美を愛する心 文化を愛する心 平和を愛する心」
に基づき、事業を通じて業界の発展と近代化に貢献することで、美容
文化の醸成により豊かで持続可能な社会の実現にも取り組んで
います。
そして、当社では「サステナビリティ」に対する考え方や取り組みは、
企業に求められる重要な課題であると認識していることから、「ＥＳＧ」
の観点からさまざまな取り組みを行っています。その取り組みを引き
続き充実させることで、ステークホルダーの皆さまからの期待と信頼
に係る責任を十分に果たしながら、永続・発展できる企業を目指す
ことが、さらなる企業価値の向上につながると考えています。
私は、これまでコンサルタントとしてサービス業における多くの
事業の開発、再建及び運営に携わってきました。その中で培った
知識と見識を活かすことで、社外取締役（独立役員）としての職務を
果たすとともに、「経営における健全性・透明性の確保」を追求する
ことで、当社に関わるすべてのステークホルダーの期待に応えたい
と考えています。

トピックス 特 集 新製品「コタカラー ニュート グレイ」誕生
主力ブランドの「コタ アイ ケア」及び2023年5月に発売した新製品「コタエイジング バウンスアップ」の販売が好調であったことから、
前期に比べ3.8％増加しました。

売上高の内訳 S e g m e n t  I n f or m at i o n

トイレタリー

シャンプー
トリートメントなど

整髪料

ローション
スプレー
フォーム
ワックスなど

カラー剤
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しました。

主力の「コタスタイリング ベース」
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バウンスアップ ミスト」を中心に、
美容室でのカウンセリングを通じた
店販の推進に注力しました。

主力の「コタカラー  モカレド」を
中心に、付加価値の高いヘアカラー
メニュー等の導入提案に注力し
ました。

育毛剤

パーマ剤

ウェーブ剤
ストレート剤
カーリング料など

その他

販売促進用品
その他

薬用育毛促進剤など

主力の「コタエイジング  グロウ
セラム」による、エイジングケア
の提案に注力しました。

主力の「コタウェーブ リジカル」を 
中心に、積極的なパーマメニュー 
の提案に注力しました。

美容室で利用されるＤＭやチラシ
等の販促物や施術時に使用する
美容小物品等の販売等。
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A 白髪で悩まれている多くの方が、「白髪をしっかりと隠し
たい」や「カラーをすることで若 し々く上品な印象になり
たい」、「白髪を隠しながら色味を楽しみたい」等の願いを
持っていらっしゃいます。それらの願いを叶えるために
当社独自の新技術を採用し、ブラウンの美しさと染まりの
良さ、持続性を併せ持つブランドとして誕生しました。
ぜひ、「コタカラー ニュート グレイ」で、新しいグレイカラーの
価値をご体感ください。

「コタカラー ニュート グレイ」は
どのようなブランドなのですか？

研究部 研究課 開発一係

茨木 公英

Q

A 厳選されたベーシックな４つのブラウン系統をラインアップ
している「コタカラー ニュート グレイ」により「透明感
あふれ、どこから見てもツヤに満ちた美しい髪色」に導く
ことで、当社はこれからも「女性のキレイ」を髪から応援
していきます。

体験される皆さまに一言お願いいたします。

研究部 研究課 製品評価係

林 義人

Q

オフィシャル
ホームページ

特設サイト◀ ◀

赤みの少ないナチュラルな
ブラウン。自然な色合い
で髪本来の美しさを引き
立てます。

深みのある暖色系の
ブラウン。上品で華やかな
印象に仕上げます。

ほのかにグリーンを感
じるマット系のブラウン。
穏やかでやわらかい
雰囲気を演出します。

ほんのりバイオレットを
感じるアッシュ系のブラ
ウン。クールで落ち着いた
女性を表現します。
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80mL　5,400円（税抜）

仕上がり感 さらりとまとまる
髪 質 軟毛～普通毛

80mL　5,400円（税抜）

仕上がり感 しっとりまとまる
髪 質 普通毛～硬毛

A 「コタクチュール ベース」は、Ａ－ＬＩＮＥとＹ－ＬＩＮＥの２種類
をご用意していますが、このアイテム名はファッションスタ
イルのシルエットラインの仕上がり感をイメージしたもの
です。どちらもうるおいで満たすことで、髪に美しいツヤと
まとまりを与えることができますので、ぜひ美容師さんの
カウンセリングを受けたうえで、ご使用ください。

「コタクチュール ベース」を
ご使用になる皆さまへ。

Q

研究部 研究課 製品評価係 主任

末次 健一郎

オフィシャル
ホームページ

特設サイト◀ ◀

A 「コタクチュール ベース」は、厳選された贅沢な成分を
惜しみなく配合した「ウォーター×オイルのハイブリッド
処方」により、水溶性と油溶性の補修成分を毛髪ケアに
最適な割合で配合した髪の美容液です。ご使用いただく
とその髪のやわらかさ、ツヤにきっと驚かれると思います。

「コタクチュール ベース」はどのような
製品なのですか？

研究部 研究課 開発一係 主任

東 有妃子

Q
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個人投資家向け会社説明会（２０２４年開催予定）

IRイベントのお知らせ
ご参加いただける人数に限りがございますが、お近くの方はぜひお越しください。
なお、詳細につきましては、随時、当社 HP（ IR情報）等でお知らせいたします。

大阪府（大阪市）
8.9 金

東京都（東京ビッグサイト）
8.23　　24
日経ＩＲフェア

金 土

宮城県（仙台市）
7.12 金

北海道（札幌市）
9.14 土

広島県（広島市）
9.27 金

東京都（渋谷区）
12.6 金

愛知県（名古屋市）
10.25 金
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薬用育毛促進剤など

主力の「コタエイジング  グロウ
セラム」による、エイジングケア
の提案に注力しました。

主力の「コタウェーブ リジカル」を 
中心に、積極的なパーマメニュー 
の提案に注力しました。

美容室で利用されるＤＭやチラシ
等の販促物や施術時に使用する
美容小物品等の販売等。

2022年
3月期

2023年
3月期

2024年
3月期

（単位：百万円）

7,042 6,623
7,1217,121
（7.5％増）（7.5％増）

2022年
3月期

2023年
3月期

2024年
3月期

（単位：百万円）

329 314
259259

（17.5％減）（17.5％減）

2022年
3月期

2023年
3月期

2024年
3月期

（単位：百万円）

261 602
454454

（24.6％減）（24.6％減）

2022年
3月期

2023年
3月期

2024年
3月期

（単位：百万円）

108 109
9898

（10.8％減）（10.8％減）

2022年
3月期

2023年
3月期

2024年
3月期

（単位：百万円）

1,394 1,624
1,6611,661
（2.3％増）（2.3％増）

2022年
3月期

2023年
3月期

2024年
3月期

（単位：百万円）

104 96
8686

（10.4％減）（10.4％減）
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（単位：百万円）【％表示は対前期末増減率】

（単位：百万円）
キャッシュ・フロー計算書

24.0%24.0% 21.4%21.4%

【％表示は対前期増減率】資産の部 負債・純資産の部
損益計算書貸借対照表

売上高経常利益率

15.8%15.8% 12.7%12.7%

ROE（自己資本当期純利益率）

（単位：百万円）

2024年 3月期2023年 3月期 2024年 3月期2023年 3月期

財務諸表（非連結） F i n a n c i a l  S t a t e m e n t s

2023年
3月 31日現在

2024年
3月31日現在

2023年
3月 31日現在

2024年
3月31日現在

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

流動負債流動負債

固定負債固定負債

株主資本株主資本

評価・換算差額評価・換算差額

7272（ %）（-19.4%）

流動資産流動資産

有形固定資産有形固定資産

無形固定資産無形固定資産

投資その他の資産投資その他の資産8,911
（+2.8%）

4,999
（+18.2%）

817817（ %）（+15.6%）

14,80114,801
（+8.1%）（+8.1%）

9090

14,80114,801
（+8.1%）（+8.1%）

13,69313,693

8,667

4,228

2,370
（+9.8%）

1,391
（+2.4%）

11,039
（+8.5%）

2,157

1,357

10,176

0

2,000

4,000

6,000

10,000

8,000

当期
純利益
1,560

当期
純利益
1,560

営業利益
2,020
営業利益
2,020

経常利益
2,115
経常利益
2,115

（+9.4%）（+9.4%）
2,7612,761
売上原価売上原価

販売費及び
一般管理費
4,453
（+4.6%）

販売費及び
一般管理費
4,453
（+4.6%）

2024 年 3月期2023 年 3月期

売上高
8,804
売上高
8,804

経常利益
1,953
（-7.7%）

経常利益
1,953
（-7.7%）

営業外
収益
34

（-71.4%）

営業外
収益
34

（-71.4%）

営業外
費用
3

（-87.0%）

営業外
費用
3

（-87.0%）

営業利益
1,921
（-4.9%）

営業利益
1,921
（-4.9%）

法人税等
603

（+2.8%）

法人税等
603

（+2.8%）

当期純利益
1,349
（-13.6%）

当期純利益
1,349
（-13.6%）

売上高
9,136
（+3.8%）

売上高
9,136
（+3.8%）

売上
総利益
6,375
（+1.5%）

売上
総利益
6,375
（+1.5%）

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0
2024年 3月期2023 年 3月期

現金及び
現金同等物の
期首残高
3,319

現金及び
現金同等物の
期首残高
3,319

現金及び
現金同等物の
期末残高
3,224

現金及び
現金同等物の
期末残高
3,224

財務活動
による
キャッシュ・
フロー
△485

財務活動
による
キャッシュ・
フロー
△485

投資活動
による
キャッシュ・
フロー
△1,212

投資活動
による
キャッシュ・
フロー
△1,212

営業活動
による
キャッシュ・
フロー
2,168

営業活動
による
キャッシュ・
フロー
2,168

財務活動
による
キャッシュ・
フロー
△922

財務活動
による
キャッシュ・
フロー
△922

投資活動
による
キャッシュ・
フロー
△473

投資活動
による
キャッシュ・
フロー
△473

営業活動
による
キャッシュ・
フロー
1,300

営業活動
による
キャッシュ・
フロー
1,300

現金及び
現金同等物の
期首残高
3,224

現金及び
現金同等物の
期首残高
3,224

現金及び
現金同等物の
期末残高
3,694

現金及び
現金同等物の
期末残高
3,694

11 0（ %）0（-49.0%）

706706

特別
利益
－
（－）

特別
利益
－
（－）

特別
損失
－
（－）

特別
損失
－
（－）
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株主様アンケート結果

Q1 今回の第2四半期決算のご報告で関心をもたれた
記事はどれですか?（複数回答可） Q4 Q3の判断材料は何でしょうか？（複数回答可）

当社または本誌へのご意見・ご感想等
ご自由にお書きください（順不同でご紹介いたします）Q6

第45期 第2四半期決算のご報告で実施しました株主様アンケートの結果をお知らせします。
当社では、これからも株主様からの貴重なご意見をIR活動に反映し、ご期待にお応えできる活力のある企業としてがんばってまいります。

I n f o r m a t i o nコタインフォメーション

社長さんのトップインタビューで自信のもたれた記事が掲載されていたので、
より信頼感が増しました。

優待のシャンプー、美容室で購入したヘアケア用品を使用しています。
美容室のスタイリストさんとの会話から、コタさんの営業さんの頑張りや一生
懸命さを知り、製品だけでなく会社全体を応援する気持ちで株を保有し続けて
いきたいと思っています。

とてもわかりやすく情報をお知らせくださり、株主還元への姿勢が伝わってきて
毎回好感が持てます。コタ ビューティー ストーリー プログラム、ぜひ参加
させていただきたいです。

Q2 当社の株式保有期間はどれくらいですか？（回答は1つ）

39.1%
3年以上

19.3%
1年以上2年未満

18.8%
2年以上3年未満

14.2%
6ヶ月以上1年未満

8.6%6ヶ月未満

59.4%トップインタビュー
58.4%売上高の内訳

「COTA BEAUTY STORY PROGRAM」のご案内 31.5%
27.4%四半期財務諸表（非連結）

コタインフォメーション 26.4%
トピックス 20.3%

14.2%会社情報

Q3 今後の当社の株式についてどのような方針を
お持ちですか？（複数回答可）

78.2%長期保有

19.3%買増し予定・買増し済
2.0%
0.5%
0%

短期保有
売却予定・売却済

その他

92.4%株主優待
39.1%配当

37.1%商品が好みに合う
35.0%業績

18.8%経営戦略
18.3%株価

4.6%その他
5.6%投資方針として

当社をどこでお知りになりましたか?（複数回答可）Q5
35.0%美容室
34.5%雑誌・四季報

15.2%SNS
14.2%証券会社

8.1%知人

3.0%新聞
2.0%その他

7.1%個人投資家向け説明会
6.1%ブログ

C o r p o r a t e  D a t a会社情報

社 名
設 立
資 本 金
従 業 員
事 業 内 容

■金沢支店
 石川県野々市市御経塚2-304

■仙台支店
 仙台市青葉区花京院1-1-6
 Ｅｖｅｒ–ｉ仙台駅前ビル3F

■千葉支店
 千葉市中央区富士見
 1-15-3 RC千葉ビル11Ｆ

■東京支店
 東京都渋谷区神南
　1-17-11　
　ガーデンキューブ渋谷神南２F

■横浜支店
 横浜市中区日本大通52
　ロイヤーズビル2Ｆ

■名古屋支店
 名古屋市中区栄3-18-1
　ナディアパーク ビジネスセンタービル7F

■岡山支店
 岡山市南区新保1119-6

■大阪支店
 大阪市中央区西心斎橋1-5-5
 アーバンＢＬＤ心斎橋10F

■熊本支店
 熊本市中央区辛島町
 3-20
 ＮＢＦ熊本ビル1Ｆ

■福岡支店
 福岡市博多区博多駅
 中央街7-21
 紙与博多中央ビル2F

■鹿児島支店
 鹿児島市与次郎
 2-4-35
 KSC鴨池ビル5F

［事業所］

［役員］

コタ株式会社（英文名 COTA CO., LTD.） 
1979年9月27日
3億8,780万円
407名（役員等含む）
美容室向け頭髪用化粧品及び
医薬部外品の製造・販売

小　田　博　英
廣　瀬　俊　二
平　田　律　雄
河　村　省　吾
吉　田　茂　治
西　村　充　弘
沖　村　英　明

代表取締役社長
常 務 取 締 役
常 務 取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役

原　　　正　和
山　中　智　香
本　城　蓮　華
大　沢　祐　子
瀧　村　明　泰
村　田　智　之
竹　仲　　　勲

社 外 取 締 役
社 外 取 締 役
社 外 取 締 役
社 外 取 締 役
常 勤 監 査 役
社 外 監 査 役
社 外 監 査 役

会社概要（2024年3月31日現在）

［所有者別分布状況］

株式情報

■本社
 京都府久世郡久御山町
 田井新荒見77
■京都工場
 京都府久世郡久御山町
 田井新荒見111
■COTA KYOTO Lab
　京都府久世郡久御山町
　田井東荒見22-1
■京都支店
 京都市下京区四条通柳馬場西入
 立売中之町99
 四条SETビル4F

発行可能株式総数（2024年4月1日現在）

発行済株式の総数（2024年4月1日現在）

株主数

99,425,406株
32,934,663株

29,331名 単元株式数 100株

［株式の状況］

（2024年3月31日現在）

（2024年6月21日現在）

株式数株主数

証券会社 0.59%

金融機関
10.55%

外国法人等 1.69%

自己名義株式
14.27%

個人・その他
57.42%

その他国内法人
0.49%

外国法人等 0.26%
金融機関 0.04%証券会社 0.07%
自己名義株式 0.00%

その他国内法人
15.48%個人・その他

99.14%

［株価チャート］
1,700（円）

1,600

1,500

400（千株）

200

0
2023.4 5 6 7 8 9 10 11 12 2024.1 2 3
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